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D-RAP工法による補強床版の改善対策に関する研究

Study on retro五tofbridge concrete deck by D-RAP method 

周明華へ青木徹彦事*

Zhou ming hua， TetsuhikoAOKI 

It has been 30 ye紅 ssince Tomei and Meisin high way had constructed. Many bridge 

concrete decks， therefore， have heavy damages like fatigue cracks， which are伺 used

by increasing tra箆cload and many over-weighted trucks in those decades. In this 

report， several repairing methods for these injured concrete decks are investigated 

and the fatigue test results of new developed D-RAP retrofit method conducted in 

Aichi Institute ofTechnology are introduced. 

1.序論

1・1既存道路橋RC床版の現状

高速道路は日本経済や社会の発展活動に大き

く貢献している。現地調査によると日本圏内の貨

物輸送に対する分担比率は自動車が約 9割占め

ている。全国道路網に対する分担比率は高速道路

が一般道路に比べ約 4割を占めており、これは今

後ますます増加傾向にある。高速道路や道路橋は

供用 20~30 年を経過しているため老朽化が目立

ち始めている。特にRC床版の劣化、損傷は著しい。

(写真・1)そのため、道路橋の維持管理上に大きな

問題になっており、既存床版の維持管理は重要な

課題である。め

床版の劣化・損傷問題は、昭和 30 年代~40 年代

に道路橋において RC床版の疲労・破損事故が相

次ぎ、全国的に問題となってから注目された。現行

の基準による設計に比べ、|日設計基準による構造

は床版文聞が長い上、床版の厚さが薄く配筋が少

なくなっている。さらに年々増加する交通量と車

両の大型化による繰り返し荷重増が要因で、RC

床版にはひび割れ等の損傷が道路橋全体にわたっ

て発生しているのが現状である。

すでに鋼板接著工法や縦桁増設などにより床

版補強を行われているにもかかわらず、損傷が

年々進行しており、著しい箇所は局部的な対症療

法として部分打替工法等により補修を行ってきた。

昭和 50 年代~60 年代になって床版の劣化・損傷

写真・1 床版下面のひび割れ発生状況
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は主として、過積載車両の走行荷重に起因するひ

び割れの発達に加え、漏水が床版の劣化進行の大

きな原因であり、疲労破壊に至ることがわかって

きた。 1)ところが、床版の損傷が広範囲におよんで

いる現状では、これらの局部的な工法では対処で

きなくなっており、抜本的な補強が必要となって

きている。

平成 5年になって、道路橋示方書が改訂され、

床版設計の基準であるトラック荷重が 20ぜから

25ぜまでにひき上げられた。以上のような状況を

考慮すると、今後とも劣化・損傷は増加するといえ

る。よって道路橋の交通、日程などの制約条件の中

で、いかに迅速で、効率的かっ適切な補強および補

強工法を考え出すかは現在の重要な課題である。

1・2既存床版の損傷機構と劣化原因

(l)RC床版の損傷機構

RC床版の損傷機構は、現在までに数多くの調

査、研究で明らかになってきた。その損傷機構は、

図 1・1に示すように進行すると考えられている。

(2)床版の劣化原因

RC床版の主たる劣化、損傷原因は、以下の要因が

考えられる。

現 象

①設計条件として助

a) 床版の厚さの不足:昭和 46年の道路示法書改

訂以前に設計、施工された RC床版は原行の

示法書よりスパンが大きくかっ薄いものが

多い、このような床版は大型車両の走行によ

ってひび割れが発生しやすい。

b) 配筋の不足:昭和 42年の示法書以前に施工さ

れたRC床版は配筋が 25%と現行基準の 1/3

""'114程度であるため、床版上面に橋軸直角

方向のひび割れが生じやすくなる。

c) 配筋の曲げあげ位置の不適切による鉄筋量

不足。

②施工、材料面として

a) コンクリートの品質不良、コンクリート打

設時の締め固め不良などは、初期乾燥収縮に

よるひび割れが発生しやすくなった0 10)

b) ひび割れへの雨水の浸透、水の浸透状況下で

の床版疲労耐力は静の耐カの 30%程度に低

下する。 10)，1η

③荷重条件として

a) 過大な輪荷重:過積載車両の走行が大きな原

因である。

b) 交通量の増大:特に大型車両の増加がみられ

原 因

初 期

等と一一れ の発ト[施工
!生及び貫通ひび割れの発生 コンクリート品質

中期

…一一通ひト[輪荷重の作用
|び害IJれ部の進展及び一方向の遊離石灰 雨水の浸透

亀甲状貫通ひび割れの形成、漏水現象、 装~一 雨水の浸透

後 期 |面にひび割れやポットホール発生 せん断耐力の低下

上面コンクリートの剥離及び床版の抜け落ち

終局

図 1-1 RC床版の損傷機構
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る。現地調査によると東名高速道路は供用時

の交通量は23，000台/日である。しかし、1990

年平均断面交通量約 73，000台/日であり、大

型車両混入率約 40%である。交通量は供用時

により 3，2f膏である。8)，10)

c) 設計全応力に活荷重応力の占める割合が高

く、これらの損傷は疲労であると認識されて

いる。過大な荷重の載荷通行頻度の増大が床

版被害をもたらしているのは明らかである。

4)，10) 

1'3改善の方法と対策について

RC床版の疲労に対して検討しなければならな

いことは、車両走行に伴う両振りのせん断力(即ち

正と負のせん断力が交互に発生する応カ変動が激

しいもの)とその両振りのせん断力による既存ク

ラックのこすりあわせを促進する雨水の 2つの

事項であると考えられる。

床版の下面(引張り側)のクラック発生、進行そ

して抜け落ち損傷事故防止のみの補強として、従

来鋼板接着工法や縦桁増設工法のような曲げに対

しての補強が行われた。引張り側は鉄筋のみが受

け持ち、コンクリートの強度を無視しているので

鉄筋を腐食させないようにすることが大切であるc

曲げ引張りによる補強のために高強度の材料によ

り床版上面が増厚されること、クラックの成長を

促進し鉄筋を腐食させる雨水を防ぐことが重要で

あるから、防水処理加工した高強度で増厚し防水

性のもので接着する補強工法を考えなければなら

ない。

2， RC床版の各種補強工法の比較

ここでは、従来の RC床版の補強工法として代

表的な鋼板接着工法、縦桁増厚施工法、PSR接着

工法(床版下面増厚工法)、床版上面増厚工法、パネ

ノレ接着による補強工法について、a)補強効果、b)問

題点から比較検討していくことにする。2)，3)，12)，16)

2 . 1 鋼板接着工法

コンクリート部材の主として引張り面(床版下

面)に鋼板を接着し、既存のコンクリート部材と一

体化させて、活荷重に対する抵抗力を増大させる

補強工法む

a) 補強効果

押し抜きせん断力について 20~30%の増加が期

待できる。また床版の曲げ耐力を増加させ損傷部

の抜け落ちを防止できる。 19)

b) 問題点

補修後の損傷の進行を観測し難い、7.1<が床版下面

に浸透する恐れがある。

2・2 縦桁増厚施工工法

この工法は、床版を支持する既存の主桁の間に

新たに立て桁を増設して床版を支持させ、支聞を

短縮させることにより床版の作用曲げモーメント

の減少をはかる補修工法。自)

a) 補強効果

RC床版の主鉄筋方向、および配鉄筋方向の作

用曲げモ}メントが減少する。

b) 問題点

配鉄筋不足型の床版(昭和 42年の設計規準改訂

以前のもの)では、縦桁増設後においても配鉄筋方

向のモーメントが、配鉄筋量に対してなお過大な

ままで、そのため縦桁増設後においても配鉄筋量

不足型のひび割れ(配鉄筋直角方向)が進行してし

まう。この場合鋼板接着による補強を併用するの

も一つの方法である。

2・3 FRP接着工法(床販下面補強)

鋼板接着工法の鋼板の代わりにF即シ}ト(ガ

ラス繊維で補強したプラスチックシート)を接着

して、既存部材と一体化させる補強工法。 2)"劫

a) 補強効果

コンクリートの剥離などによる、コンクリート

片の落下を防ぐなど、一種の保護の役割を期待す

るような場合に用いるのが適当である。

b)問題点

FRPは鋼板に比べてはるかに柔軟で、コンクリ

ート面の不陸にも馴染みゃすく、施工上取り扱い

やすい材料であるが、弾性係数がコンクリートの

それより小さいので、コンクリートのひび割れ再

発防止などを目的とするには難がある。

2・4 PSR工法(床版下面増厚工法)

この工法では、既設床版下面に配置した補強鉄

筋を、付着カに優れた PAE系特殊ポリマーモル

タノレ(即ち PPモルタル)で塗り込めることによっ
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て既設床版と合成し床版剛性を向上させる補強工

法。め

a) 補強効果

静の載荷試験によると増厚部と既設床版との

合成による剛性の向上を補強の効果が確認で

きたば走行試験日寺において、上下方向に見られ

るひび割れ面相互間の大きな三方向変位の動

きを下面増厚によって大きく低減させたこと

を確認し、なお、残留変位も解消し、疲労に対

する安全性が大幅に向上しているものと推定

できる"

b) 問題点

本工法は、増厚部を全体で 7層に分割して施工

するものである。ppモルタノレ層あたりの層厚を

厚くした場合に、自身の自重に絶えきれず剥離、落

下する危険性がある。使用本工法の実橋に現時点

においては大きく疲労耐久性が向上していると言

えるれ今後は、経年による材料の環境劣化に起因す

る補強効果の程度の変化を継続的に観察していく

必要があるの

2 ・ 5床版上面増厚工法(鋼繊維補強コンクリ

ート打設を行う)

この工法では、老朽化した既設コンクトト床版を傷

つかないようにアスファルト舗装を撤去し、鋼繊維超硬

速コンクリートの打設を行い新旧コンクリートを

一体化させ増厚を補強工法である。 22)

a) 補強効果

床版の有効厚さが大きくなるため、曲げ耐力

の向上のみばかりか、せん断力の向上効果も

大きい。有効厚増加に伴い剛性も増加するた

め、すりみがき作用を防止し、防水効果が期待

できる。増厚による疲労寿命は、松井らの論文

によると大きな効果が確認されており、さら

に銅繊維コン州一卜は内部ひび割れを鋼繊維が拘

束するため、疲労寿命を延ばすことができる。

b)問題点

交通規則が必要となること、旧床版と増厚コンクトト

の付着が最大の問題であること、また場合によっ

ては伸縮装置の付け替えが必要となってくる点が

問題点とされるの

2・6D-RAP工法(床版上面増厚新工法)

この工法では、老朽化した既設 RC床版を傷つ

けないように、舗装を取り除いて既存のクラック

や欠陥部を修復した後、鉄筋コンクリートと同等

以上の強度を有するプレキャスト板をエポキシ樹

脂接着剤で二層に張り合わせる新しい補強工法で

ある。 1め刈

a) 補強効果

平成 4年からに行われた実物大スラブの疲労

実験によると、補強効果として最大荷重が約 16%

増加し、また岡IJ性の増加がみられた。 11)

b)問題点

プレキャスト板の目地部が弱点になってあるこ

と、エポキシ樹脂の夏期の高温下においての強度

特性の低下、現場施工基面の不陸、接着剤は不完全

な接着は、施工上不可抗力で入る気泡の影響等が

ある。なお、施工の雨水は、接着面の水による非接

着影響である。

2 0 7まとめ

前述のように様々な補修工法があるが、RC床

版を補修の効果は活荷重による発生曲げモーメントを

減軽し、疲労耐荷性能を向上し、ひひ割れ進行を抑

制する。しかし、既に発生したひび割れをなくすこ

とは不可能であるため、ひび割れへの雨水の浸透

防止を既に発生したひび割れを無くすことは不可

能であるため、ひび割れへの雨水の浸透防止は重

要である心ひひ害IJれへの水の浸透は、RC床版の劣

化、損傷の進行速度に重大な影響を与えているこ

とは明らかである。そのため、各種補強工法に防水

処理が効果的であること明らかにすることが必要

になっている。

これらの工法に比べ床版上面増厚工法は、既設

上面のコンクリートの劣化部分を取り除き、新し

く増強部材を一体化する工法であり多くの補強効

果が文献(11)，(13)，(15)などによると確認されでい

る。防水効果が期待で、きる。そのため、現在はこの

工法に最も多くの補強工法を応用している。ただ

し、この工法の問題点に今後は、改善の方法や、供

用後の管理などを検討する必要がある。

3. D-RAP新工法による補強床版の改善点に関す

る研究開発を進めて

3・ 1 D-RAP工法の定義

床版上面増厚工法の新たな工法としての D-
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RAP工法とは Deck(床版)Restoration(復旧)by

Double(二重)A品esive(接着)P姐 el(板)の略であ

り、図 3・1に示すように劣化した既設コンクリー

ト床版にプレキャスト板を 2層以上のエポキシ

樹脂接着して増厚を行う床版補強工法で定義す

る。

置畠由1 . Jl.LU'::t法町田園

日本道路公団ではD-RAP工法を平成 5年度か

ら東名自動車道で現地施工を実施している。(写真

・2)

写実-2趨Z状提

3 . 2 補強床版を供用後の損傷に関する調査

日本道路公団名古屋管理局において D・RAP工

法を実施個所(東名自動車道の志段味高架橋)で、

その工法の補強効果を調査している。調査結果に

するものである。ぬ

(1 ) 供用後の損傷発見状況

供用後約 1年 3ヶ月後にアスフアノレト舗装に

直径 40cm程度のポットホールが 1カ所とその周

辺に数カ所のひび割れが発生した。その損傷は、走

行車両の車輪下に点在している状況であった。(写

真・2)

(2) 損傷原因

開削調査の結果、橋架地覆や舗装の施工継ぎ目

等から浸透した雨水をプレキャスト板が吸水した

ことによって、層情剥離が発生して板自体の強度

低下したことと、接着剤の充填不足が主な原因と

推定された。(写真 3)

写真-3 プレキャスト板損傷状況

(3 ) 再補修後の再度損傷について幼

補強後損傷しているプレキャスト板を撤去し、

撤去部分に樹脂モルタルを充填した後、メンプレ(エポ

キシ系装布型防水材)によって防水処理を行い舗

装を復旧した。ただし、補修した数ヶ月後に再度同

じ箇所で損傷が発生した。分析は雨水の影響は主

な原因とされる。今後に防水対策を採用する、防水

効果が期待できる。

8 ・3 D-RAP工法での各種問題点を実験で

確認したもの

既存の実験結果をまとめるべ平成 4年から平

成 8年まで)

( 1 ) 接着剤(エポキシ樹脂)の温度変化による

影響

エポキシ樹脂は硬化後でも外気温 40""'600 C 

での強度、弾性係数が低下する。(図 3・2)

このことが、小型ばりの供試体で実験を確認した。

結果としては 600 Cにおいて、最大耐力で約 10%

の減少となった。(図 3・3)21)

(2) 不完全な接着体についての強度影響を確

認する。

現場施工面の不陸および、施工上不可抗力で入

る気泡の影響などにより考えられる。接着率の変
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有

温度 ('C) 

函3-2 エポキシ樹脂の温度変化による影響

ヘ明色も
。却何回

温度('C)

図3-3 温度変化による強度比較

化{接着率 25%，50%，75%，100%)について比較

した。21)

①小型梁供試体不完全接着影響度実験では接着

率が 75%と 50%では最大荷重にはっきりとし

た差はでなかったが、接着率 25%において特に

横方向に約 10%の耐力の低アが、みられた(図 8・

4)21) 
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②小型スラブ供試体不完全接着影響度実験では

接着率 50%では影響のないものの接若率 25%

において耐カの低下が約 10%みられた 21)。

③小型せん断供試体引張試験では実験結果を表

3・1ふ2と図 3・5に示す。破壊形式は全てスレ

ート板の層間剥離であった。よって、D-RAP工

法のプレキャスト板との剥離の可能性があな

どれないことが認められた。また、接着率と強

度は線性関係にあることがわかった。不完全接

、者の影響は破壊形状に変化し耐力が低下した。

15) 

(3) 施工中の雨水対策として、接着面の水に

よる非接着の影響

このことは施工中の雨水対策を現場の状況を

考慮し、接着面の水による非接着の影響を小型梁

供試体の実験で確認する。接着剤一層闘において、

さっと拭いた場合の平均表面湿度は11.9%であり、

プローして表面乾燥をした場合は 6.8%、乾燥した

状態は 3.1%であった。実験結果はブローした場合

に終局荷重と最大変位の低下が認められた。その

ため、D・貼P工法の施工時に降雨などの水の影響

を考慮する必要がある。2句

(4) 施工時において樹脂モルタノレの補修の影

響

現場施工においては、床版上面の劣化、損傷部

を樹脂モルタノレ(1こらモルタル)で補修した後、プ

レキャスト板の接着を行っている。均

この補修が D-RAP工法の補強効果に及ぼす

影響を小型梁試験による確認した。実験結果は、降

伏荷重、最大荷重の差は現れないものの、変形能力

が増加した。変形の増大に伴いコンクリートと樹

脂モルタノレの付着が問題となる。割耳

3・4 D-RAP工法による大型補強床版の疲

労強度を実験の研究

3・4・1 本研究の目的

D-RAP工法は劣化、損傷を受けた既設高架の

コンクリ}ト床版補強がに現地調査によると供用

後 1年頃に再度損傷の原因を路上の雨水の床版

内部への喪透した層間帯j離が発生した、接着剤の

充填不足が、板自体の強度が低下することがある。

この工法では、耐水性が十分でなく、水の侵入によ

る床版の劣化を防ぐのが図難である。以上のこと

により防水処理加工した高強度の接着剤樹脂を充
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表3-1 静的せ/y断試験結j県

供鼠体番号

A1 

A2 

A3 

A4 

81 

82 

C1 

C2 

01 

02 

区分

接着率100%(繊維縦方法)
11 

接着率100覧(繊維横方法)
11 

接着率75%
11 

接着車50覧
11 

接着率泊施
11 

100覧
11 .75覧

11 50覧

11 • 25覧

破纏荷量

11.25t 

9.73t 

10.29t 

9.87t 

8.03t 

10.26t 

8.76t 

9.08t 

8.4仇

7.09t 

填することが考え出された補強工法である。こ

の新しい補強工法の床版疲労強度を実験的に求め

ることを目的としている。

3・4・2 実験計画および方法

(1 ) 実験供試体

実験に用いた床版供試体は、工場で作られた制

作床版5体である。この供試体の配筋および形状・

寸法等を表 3-3に示す。それぞれの供試体の記号

および厚さを表 3-4に示す。老朽化した床版を再

現するため、供試体のコンクジ}トは低品質とし

た。コンクリ}トの性質はJISA 5308レディ}ミ

クストコンクリートを適用して表3・5に示す。

(2) 実験内容

実験は無補強床版供試体とプレキャスト板補

強床版供試体に静の荷重載荷試験と疲労試験を行

う。それぞれの実験計画を表 3・6に示す。床版ごと

の静的破壊荷重の{疫を表3・7に示す。

12 
平均 強度比較 国

10.49t 1.00 回

1 
l(J 

10.08t 0.99 • 
9.15t 0.87 |園

8.92t 0.85 

7.75t 0.74 

20 1 iQ 

図3-5 引張試験結果

(3 ) 実験装置および載荷方法

床版の支持は実験供試体の長辺をスパン1.5m

で単純支持し(支点下にφ40mmのローターを挿

入、内側のみに移動できるようパネルで固定する)、

他の 2辺は自由とし、すなわち一方向スラブとし

鋼桁支持台に据え付ける。載荷板の寸法は道路橋

示方書に定める大型車両の後輪荷重幅である 20

X50岨相当の銅製載荷プロックの下面に 10mm

の木板を貼り付けで載荷試験を行うロ使用する試

験器は MTS社製の電気油圧式制御 50ぜX2基(2

点独立アクチュエーター式)を有する構造用疲労

試験機です。実験装置を図 3-6に示す。

載荷方法は疲労試験載荷方法で交通荷重をシ

ミュレート化した 2点独立載荷を交互に繰り返

す載荷方法とする。また、疲労試験は荷重制御によ

る正弦波で行う。試験周波数は1.2--4Hzとする。

静の載荷試験は載荷方法で繰り返し載荷前と
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函3ー7 たわみの測定位置

申寝間

ポア:13学ごろli

図3-8 鉄筋上のひずみゲージ位置{床版上面図)函 3-9 ひずみゲージ貼り付け位置{床腹側面図).

50万四ごとの繰り返し載荷後に、4tfづっ 40tfま

で載荷し、たわみとひずみのデータを取り、荷重を

40ぜかかったままの状態で床版のひび割れ状態

を記録し、また 40ぜから 4tfづっ 0ぽまでのたわ

みとひずみのデ}タを取る。たわみの測定位置を

図3・7とひずみゲージの位置を図 3.8から図 3-9

に示す。

3・4 国 3 実験結果および考察

( 1 ) 疲労試験結果

① Kl補強床版(抄造スレート板)は、

P=O，55Ps(=37坊の載荷で 200万固までは、異

常はなく、P=O，65Ps(=44坊に上げて 5万回程
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度まで載荷したときに 44tfが維持できなくな

り、また床版下面に水がにじみ出した。これによ ER58 

I? ，7.1<:が浸み込んでから疲労強度が弱くなり繰 札畠..，喝畠.'11 

り返し回数が 1180 になった。荷量制御により実・留守~
&官窃 -tr .， ft 

験を継続したところ、水漏れがひどくなると向地$(1.' 5. 
じくらいに 11.5万回で、破壊に至った。破壊形状 i:; 

車..:!I 
は押し抜きせん断破壊だった。 ふ E

② 瓦2 無補強床版 ( 厚 さ =20阻)は、 自

P=0.52Ps(=37tf)で 200 万固まで行い、

P=O.62Ps(=44tl)に上げて 150万回まで載荷し

でも破壊する兆候がなかったので

P=O.70Ps(=50時まで荷重を上げて載荷を続け

た結果、25万四で押し抜きせん断破壊した。

③瓦3 無補強床版 ( 厚 さ =22cm)は、

P=0.47Ps(=即時で、 200万四、P=o園56Ps(44坊

で 200万回、そして試験機の容量の最大荷重で

ある P=0.63(=50tf)まであげて 300万固まで載

荷を行ったが、床版の破壊まで至らなかったた

め、載荷を中止した。

④ K4補強床版(押出成形スレート板)は、

P=0.65Ps( 44tf)で 200 万固まで行い、

P=O. 74Ps(50時で1.8万田の時に、押し抜きせ

ん断破壊した。

⑤ K5 無補強床版 ( 厚 さ =20=)は、

p=0.62Ps(=44tf)で 200万国、P=O.70Ps(=50坊

で 33.7万四の時に、押し抜させん断破壊した。

(2)S.N曲線についての考察

① Kl補強床版(抄造スレート板)については、s-
N 曲線とマイナー則の適用によりはじめから

p=o園65Ps(=44tf)で載荷していれば 17.8万回

で破壊したことになる。
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②同様に、K2無補強床版(20cm)にはじめから

P=O.7Ps(=50tf)で、載荷していれば 30万回で破

壊したことになる。瓦4補強床版(押出成形スレ

ート板)に P=O.65Ps(=44ti)で載荷していれば

281.8万回で破壊したことになる。K5無補強

床版(20阻)に P=O.7Ps(=50tf)で載荷していれ

ば 39.8万回で破壊したことになる。K3は無補

強床版に対して、試験機の最大荷重である 50ぜ

にて 300万国まで、載荷を行ったが、床版の破壊

まで歪らなかったため、S-N曲線図には参考ま

でに点をプロットしてあるが、22cmのスラブ

は破壊に至るまでは疲労試験のそれぞれの床

版の S-N曲線を図 3-10，図 3・11に示す。

③ 既 存S-N曲線図による疲労強度の比較 23)

a)疲労荷重試験のサイク/レについて

過去の疲労試験は試験周波数 1~3Hz で実施

されている。平成 7年度の試験周波数を表 3・8

に示す。平成8年度、K4，K5は、平成 7年度と同

じサイクノレでおこなった。平成 7年度と平成 8

年度の実験は過去の実験より載荷速度を速く

して行ったため、はっきりしたことは言えない

が、ピークロードの載荷時聞が短くなったと考

えると、過去の実験ヂサより疲労強度がやや大
t寓題意窃麹L怠底) (守イ令-l!i.を:t1S1..怠且3

??2372品》2; : ; きくでる傾向にあったかもしれない。(図 3回 12)
..掴兆参プ4平'6.711"3 匙民一回ー-1磁言語せず》 禽叡

b)予備載荷について

今回の疲労供試体についても、過去のものと同

様に 40tfの予備載荷を行っている。制作した

RC床版のばらつきを少なくするために、5体
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図3-12
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量

3-13 檎強ズラブS-N曲線

とも床版厚に関係なく 40ぜの載荷を行った。載

荷点は 1点とした。

ただし、この実験シリ}ズの初年度(平成 4年

度)の補強床版のみ、初期載荷を 47tfまで載荷

しており、これがどの程度疲労耐力に影響を及

ぼすかは判らないが、他の 2体の試験結果と比

べて S-N曲線図が下にでる傾向にあるかもし

れない(図3・13)。

(3)床版のたわみのグラフと考察

載荷0-4ぽに 50，100，150，200万国ごとの静的

載荷によるたわみのグラフを図 8・12に示し、その

たわみの{噴きのグラフを図 3-13に示す。繰り返し

荷重を 50，100，150，200万回と加えていくと傾き

のグラフでわかるように、床版の剛性がだんだん

弱くなっているのがわかる。

!恒園。

圃 ト14 I脚遣し積荷風100.1ぬlIOOliliil唱と書@たわみ@グ晋7
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(4) 床版のひび割れの考察

床版 5体とも、似たようなひび割れで、載荷板

の真下からひび割れが伸びてきたので、載荷板の

形に押し抜きせん断破壊の予兆がでていたことが

わかった。また、ひび割れの最終状況を図 3・ 14~

図品目に示す。

と同等の疲労耐力といえるι

( 3 ) 床版に水が入って疲労を受けたときに、

クラックの摺り合わせを促進することが

確認でき、D幽RAP工法においても、目地

部など、は入念な施工を行って隙間を作ら

ないようにして水の侵入を伏せぐことが

大切であると考えられる。

(4) 防水対策について提言

a)使用材料の改善

プレキャスト板の耐水性を高めるために、接着

剤樹脂で、完全防水処理し、吸水率を 2%以下に

し、また、砂川の充填をより確実にするために

空気穴の数を約 3割増やした 22)。なお、施工中

雨水対策を現場の状況を重視し、接着面の水に

よる非接着の影響を考慮し、接着剤樹脂の温度

変化による影響を測定する必要がある。

b) 防水層の設置

プレキャスト板への水の浸透を防ぐために、Do

図3-16 ヅレキキスト繍強尿鼠

H'1+3個 ).H7年

図3-17鉱鶴強尿鼠

(20開 )H1通事
1図 3-18 銭箱強尿緩

(22阻主思7年

図 3_: 19プレキャスト鶴強尿紙 l

(1'7ーす3醐)H畠年

4.結論

( 1 ) 平成 8年度 D・RAP補強床版恨の破壊点

は、無補強床版。臼，K5)の破接点と 80N曲

線で同一直線上となるので、ほぽ同等の疲

労耐力であるということがわかる。よって、

D.RAP工法は耐水性および疲労耐力に十

分な効果があるといえる(図 3・12)。

( 2) 平成 7年度 D.RAP補強床版低1)は、水が

床版に浸みこんだ時点から破壊点までの

繰り返し回数を 80倍すれば、K2，K4，K5

ソ図 3-20 綴鏑強味緩

(20母n)H畠華客

RAPの上面に塗膜系の防水処理を行った。
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